
  

 

主催：公益財団法人 かながわ国際交流財団  共催：横浜美術館 後援：神奈川県博物館協会 

お問い合わせ・お申込み かながわ国際交流財団 湘南国際村学術研究センター 

〒240-0198 神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39湘南国際村センター内 TEL 046-855-1822 FAX  046-858-1210 E-mail: msummit@kifjp.org 

 

  

ルーヴル美術館を大改革したフランスの元文化大臣ジャック・ラング氏による基調講演や各国の文化政策や地域の核とし

てのミュージアムのあり方、そのために政治家が果たす役割り等の議論は『ミュージアムが社会を変える』と題する本に

しました（裏面参照）。 

今回のフォーラムは、前回のサミットで十分な討論ができず次のサミットへつなげる課題として「ミュージアム・マネジ

メント」を取り上げます。奮ってご参加ください。 

 

ミュージアムの 

マネジメントを考える 

2015年3月24日（火） 

13:30～17:00 （開場13:00） 

会場 横浜美術館 円形フォーラム 

定員 50名(事前申込制) 

参加 無料 

プログラム 

13：30 開会 

13：40 講演 

■拡張する美術館活動とマネジメント  ●逢坂恵理子（横浜美術館館長） 

指定管理者制度下での横浜美術館の事例とともに、ミュージアム・マネジメントの潮流を読み解く 

■「多文化社会オーストラリア」におけるミュージアム・マネジメントの現状と課題   

●Dr.Mathew Trinca（オーストラリア国立博物館館長） 

オーストラリア国立博物館と大英博物館の共同プロジェクト：Encountersについて 

■独立行政法人化により国立美術館はどのようにかわったのか  ●小松弥生（国立美術館理事兼事務局長） 

国の政策と国立美術館の在り様の関係を分析し、今後の展望を語る・・・ 

15:10 休憩 

15:20 全体討論 「マネジメントとソフト改革」  ●司会進行：栗原祐司（東京国立博物館総務部長） 

コメンテーター  

蓑豊（兵庫県立美術館館長）/建畠晢（埼玉県立近代美術館館長）／ 水沢勉（神奈川県立近代美術館館長） 

コメンテーターからのコメントをうけて参加者全員で討論します。 

17：00 閉会 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーラム「21世紀ミュージアム・サミット」参加申込書   

氏  名 
 所 属  

住  所 
（〒    －       ） 

電話・FAX 

Eメール 

電  話    （     ）         FAX    （     ） 

Eメール 

 

 

書籍のご案内第6回「21世紀ミュージアム・サミット」 

（2014年2月8・9日会場：湘南国際村センター） 

の内容を完全収録 

 

日時／2015年３月24日（火）  定員／50名（申込み多数の場合は抽選） 

参加費／無料          会場／横浜美術館 円形フォーラム 横浜市西区みなとみらい3-4-1 

045-221-0300（当日の連絡のみ） 

 

要事前申込み。下記の申込書にご記入の上、ファックスでお送りくださ

い。同じ内容をEメールでお送りいただいても結構です。 

締切：2015年３月17日（火） 

※抽選によりご参加いただけない場合のみ、20日までにご連絡

いたします。 

（公財）かながわ国際交流財団  湘南国際村学術研究センター 
 

〒240-0198 葉山町上山口1560-39湘南国際村センター内 

Tel: 046-855-1822  Fax: 046-858-1210  
【045-221-0300（横浜美術館：当日の連絡のみ）】 

E-mail: msummit@kifjp.org 担当: 菅沼 佐々木 

【ご注意】当日の美術館への入退場は「正門」と反対側の 

「西入口」からとなります 

概 要 

申込方法 お問合せ・お申込み 

ミュージアムが社会を変える  

本書の主な内容 

 

第1部 国の文化政策と政治家の役割 

【基調講演】ルーヴル美術館の闘い ジャック・ラング（元フランス文化大臣） 

【各国の文化政策】ベルナール・ド・モンフェラン（元在日フランス大使／FRAC アキテーヌ

理事長）／ダラ・ウィリアムズ（在日オーストラリア大使館政務担当公使）／エドアルド・クリサ

フッリ（駐日イタリア大使館・イタリア文化会館文化アタッシェ）／金英順（美術史家） 

【日本の文化行政】島谷弘幸（東京国立博物館副館長） 

【鼎談】高階秀爾（大原美術館館長）×中山恭子（参議院議員）×福原義春（かながわ国際交流

財団理事長） 

第2部 ミュージアムがコミュニティを創る 

【日本のコミュニティとミュージアム】栗原祐司（東京国立博物館総務部長） 

【事例報告】〈大震災を経て〉山内宏泰（リアス・アーク美術館学芸係長）／熊谷慎一郎（宮城

県図書館司書）／佐々木秀彦（東京都美術館交流係長） 

【事例報告】〈地域の核として〉桜井武（熊本市現代美術館館長）／伊藤達矢＋稲庭彩和子（と

びらプロジェクト／Museum Start あいうえの）／草薙奈津子（平塚市美術館館長） 

【街づくりとアートプロジェクト】池田修（BankART1929代表）／山野真悟（黄金町エリ

アマネジメントセンター事務局長）／遠藤水城（HAPSエグゼクティブ・ディレクター）／建畠晢

（埼玉県立近代美術館館長） 

第3部 ミュージアムはどこに向かう―二日間の議論から見えてきたこと 

【総括討議】高階秀爾×蓑豊（兵庫県立美術館館長）×建畠晢×水沢勉（神奈川県立近代美術館

館長）×福原義春 

 

Fax: 046-858-1210 

E-mail: msummit@kifjp.org 

tel:045-221-0300
tel:045-221-0300

